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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

持
参
く
だ
さ
い
。

●
6
月
12
日︵
土
︶は

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

●
6
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

の
月
曜
日
は　

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
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－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
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Ｓ
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－
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●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp

︽
問
合
せ
︾

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

こ
の
塾
で
は
、総
合
健
康
ゾ
ー

ン
健
康
増
進
施
設﹁
ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
﹂を
利
用
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

自
分
に
合
っ
た
運
動
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。小
グ
ル
ー
プ

で
、初
心
者
向
け
の
集
団
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、運

動
が
苦
手

な
方
、体

力
に
自
信

の
な
い
方
、

初
心
者
で

も
安
心
し
て
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
コ
ー
ス

①
月
曜
日
コ
ー
ス　

午
後
2
時
～

3
時
30
分

②
火
曜
日
コ
ー
ス　

午
前
10
時
30

分
～
12
時

③
水
曜
日
コ
ー
ス　

午
後
2
時
～

3
時
30
分

④
金
曜
日
コ
ー
ス　

午
前
11
時
～

12
時
30
分

※
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
・
温
水
プ
ー

ル
を
体
験
で
き
る
混
合
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
毎
回
メ
ニ
ュ
ー

が
変
わ
り
ま
す
。
プ
ー
ル
を
遠

慮
し
た
い
方
な
ど
は
、
他
の
メ

ニ
ュ
ー
で
の
対
応
も
で
き
ま
す

の
で
、
事
前
説
明
会
で
申
し
出

く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

8
月
～
11
月
の
4
カ
月

間（
全
16
回
）

▽
対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方（
た
だ
し
、
治
療
中
の
疾

患
が
あ
る
方
は
、
主
治
医
の
意

見
書
に
よ
る
確
認
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
）

▽
利
用
料　

1
コ
ー
ス
8
、
0
0 

0
円（
月
額
2
、
0
0
0
円
）

▽
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス
20
人（
先

　

着
順
）

▽
事
前
説
明
会　

申
込
み
後
、
日

程
を
案
内
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

健
康

増
進
課
窓
口
で
直

接
ま
た
は
電
話
で
、

申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
期
限　

6
月
14
日（
月
）

︽
申
込
み
・
問
合
せ
︾

　

健
康
増
進
課
成
人
保
健
係　

　

☎
24

－

1
1
2
7

豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
ま
た

は
若
年
者
納
付
猶
予
申
請
に
よ
り

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、年
金
資
格

期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。10

年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を﹁
追

納
﹂し
て
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹁
追
納
﹂の
申
込
み
・
相
談
は
、年
金

手
帳
・
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
追
納
す
る
場
合
の
保
険
料
の
額

は
、
2
年
以
内
で
あ
れ
ば
加
算

が
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
3
年
度

目
以
降
は
、
免
除
当
時
の
保
険

料
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

※
半
額
免
除
は
平
成
14
年
4
月
、

4
分
の
1
免
除
と
4
分
の
3
免

除
は
平
成
18
年
7
月
、
ま
た
、

若
年
者
納
付
猶
予
は
、

平
成
17
年
4
月
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金

免
除
承
認
期
間
の
追
納
の
お
す
す
め

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

免除の年度
追納保険料額（月額）

4分の1
免除 半額免除 4分の3

免除
全額

免除・猶予
平成12年度
（10年目） ― ― ― 15,770円

平成13年度
（９年目） ― ― ― 15,180円

平成14年度
（８年目） ― 7,300円 ― 14,590円

平成15年度
（７年目） ― 7,180円 ― 14,360円

平成16年度
（６年目） ― 7,090円 ― 14,180円

平成17年度
（５年目） ― 7,110円 ― 14,220円

平成18年度
（４年目） 3,560円 7,130円 10,690円 14,260円

平成19年度
（３年目） 3,570円 7,150円 10,720円 14,300円

平成20年度
（２年目） 3,600円 7,210円 10,810円 14,410円

平成21年度
（１年目） 3,670円 7,330円 11,000円 14,660円

︵
高
齢
者
運
動
教
室
︶2
期
生
募
集
!
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を
含
む
地
層
を
見
つ
け
る
こ
と
が

大
切
だ
。
砂
岩
や
泥
岩
の
中
に
化

石
は
あ
る
け
ど
、
玄
武
岩
の
よ
う

に
火
山
活
動
で
で
き
た
石
か
ら
は

化
石
は
見
つ
か
ら
な
い
よ
。

　

化
石
を
取
り
に
行
く
と
き
に
は

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
よ
う
。

①
土
地
の
持
ち
主
に
了
解
を
も
ら

お
う
。

②
石
が
落
ち
て
こ
な
い
か
、
足
元

は
壊
れ
な
い
か
、
周
り
の
安
全

を
確
認
し
よ
う
。

③
自
然
を
破
壊
し
な
い
よ
う
、
岩

を
壊
す
の
は
最
小
限
に
し
よ
う
。

④
国
立
公
園
・
国
定
公
園
・
県
立

自
然
公
園
な
ど
に
指
定
さ
れ
て

い
る
区
域
内
で
の
石
の
採
取
は
、

原
則
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、

事
前
に
調
べ
て
お
こ
う
。

こ
の
名
が
付
き
ま
し
た
。ク
マ
サ

カ
ガ
イ
は
貝
殻
が
比
較
的
柔
ら
か

い
の
で
、魚
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ

う
に
表
面
に
粘
液
で
石
こ
ろ
や
、

他
の
貝
を
付
け
て
身
を
守
っ
て
い

ま
す
。

セ
ン
ニ
ン
ガ
イ

　

セ
ン
ニ
ン
ガ
イ
は
、通
常
、マ
ン

グ
ロ
ー
ブ（
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
の

河
口
付
近
で
海
水
と
淡
水
が
混
じ

る
汽
水
域
の
森
林
の
こ
と
）に
す

む
貝
で
す
。こ
の
環
境
に
は
独
特

の
動
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、貝

の
化
石
で
は
ほ
か
に
、ビ
カ
リ
ア
・

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
シ
ジ
ミ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。セ
ン
ニ
ン
ガ
イ
は
テ
レ

ス
コ
ピ
ュ
ー
ム（
望
遠
鏡
）と
も
い

い
、望
遠
鏡
の
形
を
し
て
い
ま
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�　　         珍しい巻貝の化石

　

但
馬
か
ら
発
見
さ
れ
る
貝
化
石

の
中
に
も
珍
し
い
も
の
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。

ツ
メ
タ
ガ
イ　

　

貝
は
一
般
に
草
食
性
で
海
草
な

ど
を
食
べ
て
い
ま
す
が
、ツ
メ
タ

ガ
イ
は
肉
食
性
で
す
。他
の
貝
に

取
り
付
き
、酸
を
出
し
て
貝
殻
を

溶
か
し
て
歯し

舌ぜ
つ

を
貝
の
中
に
伸
ば

し
て
食
べ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
貝

で
す
。近
年
、ア
サ
リ
が
減
っ
た

の
は
、輸
入
し
た
ア
サ
リ
に
ツ
メ

タ
ガ
イ
の
卵
が
混
じ
っ
て
増
殖
し
、

ア
サ
リ
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
か
ら

ら
し
い
で
す
。

ク
マ
サ
カ
ガ
イ

　

昔
、日
本
に
は
有
名
な
大
泥
棒

が
3
人
い
ま
し
た
。熊く

ま

坂さ
か

長ち
ょ
う

範は
ん・

石

川
五
右
衛
門
・
ね
ず
み
小
僧
次
郎

吉
の
3
人
で
す
。熊
坂
長
範
は
平

安
時
代
の
大
泥
棒
で
、歌
舞
伎
に

も
登
場
し
、源
義
経
と
弁
慶
に
討

ち
取
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
貝
は
、熊

坂
長
範
が
奪
っ
た
荷
物
を
背
負
っ

て
逃
げ
る
姿
に
似
て
い
る
た
め
に

●
化
石
の
発
見
は
奇
跡
?

　

み
ん
な
は
化
石
を
見
つ
け
た
こ

と
は
あ
る
か
な
?

　

大
昔
に
生
き
て
い
た
動
物
や
植

物
な
ど
が
長
い
年
月
を
か
け
て
石

に
な
っ
た
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
す

ん
で
い
た
穴
の
跡
や
足
跡
も
化
石

の
仲
間
な
ん
だ
。

　

生
き
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
死
ぬ

と
腐
っ
た
り
、
ほ
か
の
動
物
に
食

べ
ら
れ
た
り
す
る
の
で
、
化
石
と

し
て
残
り
や
す
い
の
は
骨
、
歯
、

貝
殻
な
ん
だ
。
生
き
も
の
が
化
石

に
な
る
確
率
は
数
万
分
の
1
と
も

い
わ
れ
て
お
り
、
化
石
に
な
る
こ

と
自
体
と
て
も
珍
し
い
こ
と
な
ん

だ
。
さ
ら
に
、
そ
の
化
石
が
壊
れ

ず
に
地
表
に
現
れ
る
確
率
、
人
が

発
見
す
る
確
率
ま
で
考
え
る
と
、

化
石
の
発
見
と
い
う
の
は
奇
跡
の

確
率
と
も
い
え
る
ん
だ
。

　

化
石
か
ら
は
、
生
物
の
進
化
や
、

生
き
て
い
た
年
代
の
地
球
環
境
な

ど
が
分
か
り
、
学
術
的
に
も
と
て

も
貴
重
な
資
料
と
な
る
ん
だ
。

　

化
石
を
探
す
に
は
、
ま
ず
化
石

げ
ん

これは大発見!


